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東京オリンピックが開幕しました。新型コロナウイルスの影響で1年延期されたものの、ようやく開催にこぎ着け

連日、熱戦の模様が伝えられています。ところで、オリンピックやパラリンピックは世界最大級のスポーツイベント

ですが、その影響力はスポーツ界のみならず、経済や社会にまで幅広く及ぶことからサステナビリティ（持続可

能性）にも配慮した運営が求められています。今大会は「Be better, together/より良い未来へ、ともに進もう。」

を持続可能性コンセプトとして掲げ、持続可能な社会の実現に向けた1つのロールモデル（お手本）として、世界

に向けて発信しています。
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Be better, together／より良い未来へ、ともに進もう。

スポーツは、サステナビリティと深い関係があります。将来、気候変動が進めば、海岸の浸食、降雪の減少な

どにより海や雪の中で行う競技が出来なくなるかもしれません。また、差別によりスポーツの機会が奪われたり、

競技中にハラスメントが行われることは許されません。更に、アスリートの人権を守るだけではなく、競技場を作る

ために働く労働者の人権や、施設の運営・維持等に関わる資源やエネルギーの消費、観客が購入する関連グッ

ズや食事の提供など、様々な分野で環境や人権とも深い関係が生まれてきます。そのため、スポーツイベントに

関しても、今後一層のサステナビリティが求められているのです。

「スポーツ」 × 「サステナビリティ（持続可能性）」

• 競技会場・選手村・プレスセンター等で再生可能エネルギーを活用。聖火台の燃料に水素を利用。

• FCV（燃料電池車）やEV（電気自動車）など低公害車を導入。

脱炭素社会の実現に向けて

• 金、銀、銅メダルの原料を都市鉱山（使用済み家電等から抽出した金属）からつくる＝約5,000個。

• 国内各自治体から借り受けた木材で選手村を建設し、大会終了後に各自治体へ返還、再利用する。

再資源の活用

• 障害の有無に関わらず、全ての人に対して会場までの一貫したアクセシビリティを確保。

• あらゆる差別・ハラスメントを受けることなく、世界から訪れる多様な人々が、お互いの違いを認め合
いながら一緒に楽しめる大会を実現する。

多様性への配慮

• 競技会場にろ過装置を導入し、水資源を有効利用。

• 競技会場等における生き物の生息・生育空間を確保する。

自然共生都市の実現

• 聖火リレーのトーチに東日本大震災の復興仮設住宅で使用したアルミを再利用。

• 暑さ対策、持続可能性、多様性を重視し、再生ポリエステルや植物由来材を活用したユニ
フォームを採用。

聖火リレー・トーチ、ユニフォームにおける持続可能性
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